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消費税８％，１０％の問題・１ 

 

 商品の本体価格に消費税を加えた金額を，税込み価格といいます。消費税は１円未満は切り捨てます。次

のあああにあてはまる数を答えなさい。 

 

（１）消費税率が１０％のとき，１０００円以下で税込み価格としてあり得ない金額はあああ通りありま

す。 

 

（２）消費税率が８％のとき，税込み価格としてあり得ない金額のなかで２０２０円に最も近いのは， 

あああ円です。 

 

（３）消費税率が８％でも１０％でも税込み価格としてあり得ないもっとも小さい金額はあああ円，２番

目に小さい金額はあああ円，１００００円に最も近く，整数の範囲で５で割り切れる金額はあああ円

です。 
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消費税８％，１０％の問題・１ （１）９１ （２）２０２４ （３）１７５，２９６，９８００ 

 

（１）消費税率が１０％のときの本体価格・消費税・税込み価格の関係を調べると，次のようになります。 

 

本体価格（円） 消費税（円） 税込み価格（円） 

０～９ ０ ０～９ 

１０～１９ １ １１～２０ 

２０～２９ ２ ２２～３１ 

３０～３９ ３ ３３～４２ 

… … … 

 

  税込み価格としてあり得ないものは，１０円，２１円，３２円，…と，（１１の倍数－１）という形で

表すことができる金額です。１０００円以下では，１１×１－１＝１０（円）から， 

１１×９１－１＝１０００（円）までの，９１通りあります。 
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（２）消費税率が８％のときの本体価格・消費税・税込み価格の関係は， １０％のときと比べると，やや

複雑です。１÷０.０８＝１２.５より，小数まで考えると消費税は１２.５円ごとに１円課されます。実

際には本体価格は整数の金額ですから，１２.５×１＝１２.５より１３円，１２.５×２＝２５より２５

円，１２.５×３＝３７.５より３８円，１２.５×４＝５０より５０円，…，ごとに１円ずつ課されるこ

とになります。１２.５×偶数の場合と１２.５×奇数の場合に分けてまとめると，次のようになります。 

 

本体価格（円） 消費税（円） 税込み価格（円）  本体価格（円） 消費税（円） 税込み価格（円） 

０～１２ ０ ０～１２  １３～２４ １ １４～２５ 

２５～３７ ２ ２７～３９  ３８～４９ ３ ４１～５２ 

５０～６２ ４ ５４～６６  ６３～７４ ５ ６８～７９ 

７５～８７ ６ ８１～９３  ８８～９９ ７ ９５～１０６ 

… … …  … … … 

 

  表の左の列に注目すると，税込み価格としてあり得ないものは，２６円，５３円，８０円，…，と， 

（２７の倍数－１）という形で表すことができる金額です。また，表の右の列に注目すると，税込み価

格としてあり得ないものは，１３円，４０円，６７円，９４円，…，と，（２７の倍数＋１３）という

形で表すことができる金額です。２０２０÷２７＝７４余り２２より， 

２０２０－２２＝１９９８，２０２０＋（２７－２２）＝２０２５が２０２０の近くにある２７の倍数

です。これらから１を引いたり１３を加えたりしてできる値のうち，２０２０に最も近いのは 

２０２５－１＝２０２４ですから，２０２４円です。 
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（３）消費税率が１０％のときに税込み価格としてあり得ない金額は（１１の倍数－１）として表すことが

でき，消費税率が８％のときに税込み価格としてあり得ない金額は（２７の倍数－１）か 

（２７の倍数＋１３）として表すことができることが，以上でわかりました。 

   （１１の倍数－１）であり（２７の倍数－１）である金額は，（１１と２７の公倍数－１）となりま

す。１１と２７の最小公倍数は１１×２７＝２９７であることから，（２９７の倍数－１）である， 

２９６，５９３，…，です。 

   （１１の倍数－１）であり（２７の倍数＋１３）である金額は，調べ上げによって探してもよいので

すが，線分図を使うと次のように見つけることができます。 

 

 

 

 

 

  差が１３である１１の倍数□と２７の倍数△は，もっとも小さいもので□＝１２１，△＝１０８です。

よって，１１と２７の最小公倍数２９７－（１２１＋１）＝１７５が求める数です。このことから， 

（２９７の倍数＋１７５）である，１７５，４７２，…，です。 

 

   以上より，もっとも小さい金額は１７５円，２番目に小さい金額は２９６円です。 

 

   続いて，（２９７の倍数－１）と（２９７の倍数＋１７５）が５の倍数となる場合を考えます。 

（２９７の倍数－１）の場合，５の倍数の一の位が０か５であることから，２９７の倍数の一の位は

１か６であればよいので，２９７×３，２９７×８，２９７×１３，２９７×１８，…，から１をひい

たものが５の倍数となります。この数の列は，１９７×５＝１４８５ずつ増えていくので，２９７×３

－１＝８９０に１４８５をいくつか加えた，（１４８５の倍数＋８９０）で１００００に最も近いもの

を求めます。 

１４８５はだいたい１５００ですから，６倍するとだいたい９０００になるので， 

１４８５×６＝８９１０，８９１０＋８９０＝９８００が最も近い数です。９８００に１４８５を加え

た数は明らかに９８００よりは１００００から遠くなります。 

（２９７の倍数＋１７５）の場合，１７５が５の倍数ですから，２９７も５の倍数であればよいので，

２９７×０，２９７×５，２９７×１０，２９７×１５，…，に１７５を加えたものが５の倍数となり

ます。１７５に１４８５をいくつか加えた，（１４８５の倍数＋１７５）で１００００に最も近いもの

を求めると，８９１０＋１７５＝９０８５，９０８５＋１４８５＝１０５７０より，１０５７０です。 

９８００と１０５７０では，９８００のほうが１００００に近いので，９８００です。 

 

最難関問題 

   

  
13 13 △ 

□ １ 

27 の倍数 27 の倍数 27 の倍数 

11 の倍数 11 の倍数 

求める数 


